
JP 2009-143697 A5 2010.4.8

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成22年4月8日(2010.4.8)

【公開番号】特開2009-143697(P2009-143697A)
【公開日】平成21年7月2日(2009.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-026
【出願番号】特願2007-323807(P2007-323807)
【国際特許分類】
   Ｂ６６Ｂ  25/00     (2006.01)
   Ｂ６６Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６６Ｂ  25/00    　　　Ｂ
   Ｂ６６Ｂ  27/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エスカレーターの運転を制御する運転制御手段と、前記エスカレーターから前記エスカ
レーターの運転状態を取得する監視端末手段を備えたエスカレーター監視制御システムで
あって、
　前記監視端末手段は、
　前記エスカレーターの運転スケジュールをスケジュールデータとして記録する記録部と
、
　前記記録部に記録された前記スケジュールデータを読み取り、前記スケジュールデータ
に設定された運転状態へと前記エスカレーターの運転状態を変更する旨の制御信号を前記
運転制御手段へと出力し、同時に前記制御信号の示す運転状態と同一の運転状態を表す内
部信号を出力する出力部と、
　前記出力部が出力する前記内部信号を保持する内部信号保持部と、
　前記エスカレーターの運転状態と前記内部信号保持部が保持している前記内部信号の示
す運転状態とを比較し、前記エスカレーターの運転状態と前記内部信号の示す運転状態と
が一致していない場合に、前記エスカレーターの運転状態を前記スケジュールデータに設
定された運転状態と一致させるべく制御するように制御指令を前記出力部へと出力する比
較部と、を備え、
　前記出力部は、前記比較部の出力する前記制御指令を受けて、前記スケジュールデータ
に設定された運転状態へと前記エスカレーターの運転状態を変更する旨の制御信号を前記
運転制御手段へと出力することを特徴とするエスカレーター監視制御システム。
【請求項２】
　前記比較部は、前記エスカレーターの運転状態と前記内部信号の示す運転状態とが一致
していない場合に、前記エスカレーターの運転状態を前記内部信号の示す運転状態へと変
更する旨の制御指令を前記出力部へと出力し、
　前記出力部は、前記比較部から出力された前記制御指令と同じ旨の制御信号を前記運転
制御手段へと出力することを特徴とする請求項１に記載のエスカレーター監視制御システ
ム。
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【請求項３】
　前記監視端末手段は、前記エスカレーターから前記エスカレーターの運転状態を取得し
、取得した前記エスカレーターの運転状態を前記比較部へと出力する入力部を備えたこと
を特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載のエスカレーター監視制御システム
。
【請求項４】
　車椅子運転等の特殊運転から通常運転に復帰する際に、前記エスカレーターの運転状態
を前記スケジュールデータに設定された運転状態と一致させるよう自動的に制御すること
を特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のエスカレーター監視制御システム
。
【請求項５】
　遠隔地の監視センターに、前記監視端末手段と通信手段を介して接続されたスケジュー
ル設定手段を備え、
　前記スケジュール設定手段を用いて前記運転スケジュールを設定し、
　前記スケジュール設定手段は、設定された前記運転スケジュールをスケジュールデータ
として前記通信手段を介して前記監視端末手段へと送信することを特徴とする請求項１か
ら請求項４のいずれかに記載のエスカレーター監視制御システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この発明に係る、エスカレーター監視制御システムに関しては、エスカレーターの運転
を制御する運転制御手段と、前記エスカレーターから前記エスカレーターの運転状態を取
得する監視端末手段を備えたエスカレーター監視制御システムであって、前記監視端末手
段は、前記エスカレーターの運転スケジュールをスケジュールデータとして記録する記録
部と、前記記録部に記録された前記スケジュールデータを読み取り、前記スケジュールデ
ータに設定された運転状態へと前記エスカレーターの運転状態を変更する旨の制御信号を
前記運転制御手段へと出力し、同時に前記制御信号の示す運転状態と同一の運転状態を表
す内部信号を出力する出力部と、前記出力部が出力する前記内部信号を保持する内部信号
保持部と、前記エスカレーターの運転状態と前記内部信号保持部が保持している前記内部
信号の示す運転状態とを比較し、前記エスカレーターの運転状態と前記内部信号の示す運
転状態とが一致していない場合に、前記エスカレーターの運転状態を前記スケジュールデ
ータに設定された運転状態と一致させるべく制御するように制御指令を前記出力部へと出
力する比較部と、を備え、前記出力部は、前記比較部の出力する前記制御指令を受けて、
前記スケジュールデータに設定された運転状態へと前記エスカレーターの運転状態を変更
する旨の制御信号を前記運転制御手段へと出力する構成とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この発明はエスカレーター監視制御システムに関し、エスカレーターの運転を制御する
運転制御手段と、前記エスカレーターから前記エスカレーターの運転状態を取得する監視
端末手段を備えたエスカレーター監視制御システムであって、前記監視端末手段は、前記
エスカレーターの運転スケジュールをスケジュールデータとして記録する記録部と、前記
記録部に記録された前記スケジュールデータを読み取り、前記スケジュールデータに設定
された運転状態へと前記エスカレーターの運転状態を変更する旨の制御信号を前記運転制
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御手段へと出力し、同時に前記制御信号の示す運転状態と同一の運転状態を表す内部信号
を出力する出力部と、前記出力部が出力する前記内部信号を保持する内部信号保持部と、
前記エスカレーターの運転状態と前記内部信号保持部が保持している前記内部信号の示す
運転状態とを比較し、前記エスカレーターの運転状態と前記内部信号の示す運転状態とが
一致していない場合に、前記エスカレーターの運転状態を前記スケジュールデータに設定
された運転状態と一致させるべく制御するように制御指令を前記出力部へと出力する比較
部と、を備え、前記出力部は、前記比較部の出力する前記制御指令を受けて、前記スケジ
ュールデータに設定された運転状態へと前記エスカレーターの運転状態を変更する旨の制
御信号を前記運転制御手段へと出力する構成としたことで、設定された運転スケジュール
とエスカレーターの実際の運転状態とを随時比較して、これらに不一致が生じている場合
に、設定された運転スケジュールにエスカレーターの運転状態を自動的に制御することが
できるという効果を奏する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　図２は監視端末手段の詳細構成を示すもので、１ａは前記エスカレーター１の運転を制
御する運転制御手段であり、２ａは前記スケジュールデータを記録する記録部である。
　出力部２ｂは、前記記録部２ａに記録された前記スケジュールデータを読み取って、こ
れに従い前記エスカレーター１の前記運転制御手段１ａへと制御信号２ｆを出力し、同時
に内部信号保持部２ｃへと内部信号２ｇを出力する。この内部信号保持部２ｃは、前記出
力部２ｂから出力された前記内部信号２ｇを保持するとともに、必要に応じて、保持して
いる前記内部信号２ｇを比較部２ｅへと出力する。
　入力部２ｄは前記エスカレーター１の前記運転制御手段１ａから前記エスカレーター１
の運転状態を取得する。そして、比較部２ｅは、前記入力部２ｄから出力された前記エス
カレーター１の運転状態と、前記内部信号保持部２ｃから出力された前記内部信号の示す
運転状態とを比較し、必要に応じて前記出力部２ｂへと制御指令２ｈを出力する。
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